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 ３学期は過ぎるのが早いと言いますが、そのとおりでもうすでに２月も終わろうと

しています。各学年、年度末に向けて取り組みも様々あり、次の学年へ、進路先へと着

々と学びや準備を進めています。  

 

 

 

 

 １月２５日（金）、２月１日 (金 )、２月８日（金）のうちの１日、

保護者の方においでいただき、求職登録・職業相談を各自３０分程度

行いました。  

これまでの実習を振り返り、就労先としてどのような職種が希望か、勤務地の希望

は？勤務の時間は？通勤手段は？等々、ハローワークの職業指導官と面談をしての登

録です。本校からの就労には欠かせない登録とも言えます。  

２年生のみなさんはこの日までにコース主任や担任と卒業後の進路について話し、

家庭でも相談を重ねて準備をしました。この後、学年末には個人懇談も控えています。

しっかり話し合いを重ね、自分の進路について考えましょう。  

 ３年生になってからの６月の実習をどのように位置づけて行うかも、個人によって

変わることがありますが、これから、卒業後の進路に向けて本格始動です。  

 

 

 

 

 昨年１１月とこの１月～２月にかけて行われたキャリアト

レーニングも終了しました。３年生それぞれの就労予定先で、

４月からの勤務に近い時間や内容での３週間と２週間の実習

を行いました。  

事業所によってはこの実習期間中に採用試験を受けたり、

面接を受けたりしました（実習を採用試験に替えて面接等行

わないところもありますが）。志望動機や自分の長所・短所など面接官を前にして答え

たり、作文を書いたりする採用試験もあったようです。緊張したようですが、校内でも

事前に練習を行ったおかげか、無事に終わり、採用されることになりました。  

その後順次、本人宛の内定通知が届きます。そして学校で内定通知式を行い、校長先

生から手渡していただいて、ついに進路先の決定となります。  

２年生 求職登録・職業相談 

 

進路だより  

３年生 就労前実習（キャリアトレーニング） 
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１月下旬から２月下旬にかけて３年生の移行支援会議が行われ

ました。  

今年度から、倉敷市在住生徒については、倉敷まきび支援学校・

倉敷支援学校・早島支援学校の生徒と合同の期日・場所で行うこと

になりました。各自の会議は「３０分間」と限られましたが、進路先、就業生活・支援

センター、地域の生活支援センター、相談支援員、福祉課、ハローワーク、学校、本人

・保護者という大勢の参加者が集い、資料を基に話を進めました。  

（※岡山市在住生徒や事業所等の都合で合同の会議日に実施できない場合は、例年通

り個別での開催です。）  

３年生は実習を重ねたり、キャリアトレーニングでナビゲーションブックを活用し

ていたりすることから、事業所の方に自分のことを理解してもらってきているとは思

いますが、卒業後入社して働くのと実習とでは、やはり環境が違う！と感じる場面もあ

るものです。そうしたとき、悩みをど

こに相談すればよいでしょう？身近

な方に相談できることが一番ですが、

相談しにくいことがあるかもしれま

せん。また、プライベートの悩みも出

てくるかもしれません。家族だけでは

解決できないこともあるかもしれま

せん。  

 何か困ったとき、相談したいけれど

誰に相談すればよいのか分からない・

・・というときのために、（それぞれ

をとりまく）支援のネットワークを作

るのが移行支援会議です。また、支援

センター等の方々に自分のことを知

ってもらう場でもあるのが移行支援

会議です。  

学校を卒業すると、どんな生活にな

るのか不安は多いことと思いますが、

少しでも不安が減り、勤務中は仕事に

集中でき、気持ちよく働き続けられる

ようになること、そして、卒業後の生

活が充実したものになることを  

心から願って  

います。  

移行支援会議について 

ナビゲーションブックと

この移行支援計画（２）

を会議で提示します。  


